
ドル安は中国人民元安 
中国の競争力はドバイＧ－７以後さらに強まる 
 
「中国の思うつぼ 
日本の思わぬつぼ」 
 
 
ドバイ Ｇ－７以降のドル円を中心としたドル下落で Ｇ－７前の日本、米国の人民 
元高への圧力は 
まったく逆方向へ動いた。 
 
１．円高で人民元安となる 
 
２．ドル安でドルとペッグしている人民元は周辺アジア諸国に対し輸出競争力をもつ 
こととなった 
 
以上により中国の経済力はさらに強くなろう。 
 
また 株価が１万円を割ろうとしていることもあり、これも原油生産削減もあるが、 
円高放置というか為替政策の一貫性のなさ 
、新内閣体制で再び当局ならず政治家、日銀までが為替にもコメントしていることな 
ども影響している。 
 
今回の株下げは人災と言える。 
 
 ちなみにアルゼンチンはドルとペソを固定した後、ドル急騰で周辺国と比べ輸出競 
争力を失い破綻への道を進み現在に至っている。 
中国は逆にドル安を享受している。 
 
 
思えば１９９７年からのアジア危機でドル円が１４７円に達っした時 
中国は人民元切り下げ圧力をかけてきた。 
 
中国にとってドル安はプラスなのである。日米は通貨戦略を誤ったようだ。「過ちを 
改むるに憚ることなし」 
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